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１ かげの長さは，ものの高さに比例します。
このことを使って，現在の宮城県庁の高さと，前の宮城県庁のかげの長さを求め，

表の中に答えを書きまし ょう。

（式）現在の宮城県庁の高さ

６７．５÷０．７５＝９０

前の宮城県庁のかげの長さ

０．７５×２０．５＝１５．３７５

「ものの高さとかげの長さ」 ※かげは同じ時刻に調べたものです。

棒 現在の宮城県庁 前の宮城県庁

ものの高さ（ｍ） １ ９０ ２０．５

かげの長さ（ｍ） ０．７５ ６７．５ １５．３７５

今の宮城県庁の建物は３代目です。１９８９年
(平成元年)に完成しました。地上１８階の建物で
す。

県庁の左側が宮城県議会，右側が宮城県警の建
物です。

前の宮城県庁の建物は１９３１年(昭和６年)に
完成し，半世紀以上にわたって使われましたが，
老朽化と地震による被害などがあり，１９８６年
(昭和６１年)に解体されました。

 

かげの長さは，ものの高さに比例しているので，現在の宮城県庁の高さは棒の高さの（６７．５÷０．７５）

倍です。また，前の宮城県庁の高さは２０．５ｍであり，棒の高さの２０．５倍なので，かげの長さも２０．５

倍になります。このように，実際に自分で測定できないものであっても，比例の考え方を使って計算で求めるこ

とができます。



２ 紙５００枚の重さは，２ｋｇです。今，紙が１．２ｋｇあります。紙は何枚あります
か。

（式）１．２÷２＝０．６
５００×０．６＝３００

（答え）（ ３００枚 ）

（考え方１）比例の考え方を使って計算すると，２ｋｇが１．２ｋｇになったのだ

から，１．２÷２で０．６倍です。したがって，５００枚の０．６倍を求めるのだ

から，５００×０．６です。

（考え方２）１枚あたりの紙の重さで考えると，２ｋｇで５００枚なので，

２÷５００で１枚あたりは０．００４ｋｇです。１．２ｋｇなので０．００４ｋｇ

でわると３００枚です。

（考え方３）１ｋｇあたりの紙の枚数で考えると，５００枚で２ｋｇだから，

５００÷２で，１ｋｇあたりは２５０枚です。１．２ｋｇなので，２５０に１．２

をかけると３００枚です。


